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開  会 

○司会 皆様お待たせいたしました。ただいまから大宮区まちづくりフォーラム

「鉄道のまち「大宮」の挑戦」を開会いたします。私は、本日の司会を務めます

長内祥子でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 開会に当たりまして、本フォーラムの主催者である大宮区長尾藤久からご挨拶

を申し上げます。 

○尾藤区長 皆様おはようございます。大宮区長の尾

藤でございます。よろしくお願いいたします。 

本日は、当フォーラムに雨の中ご参加いただきまし

て誠にありがとうございます。また、皆様方には、日

ごろからさいたま市政及び大宮区政全般にわたりまし

て、多大なるご支援、ご協力を賜りまして本当にあり

がとうございます。 

当フォーラムは、今年で10回目を迎えまして、今回

は、「鉄道のまち「大宮」の挑戦」と題しまして、鉄道を生かした大宮の賑わい

づくりについて、開催をさせていただきます。 

 大宮区には、皆様御存じのとおり、全国に誇れる２つの大きな地域資源があり

ます。１つ目は、初詣客が全国10番に入る「武蔵一宮氷川神社」。２つ目には、

本日のテーマになっておりますけれども、明治18年に開業して来年めでたく130周

年を迎える「大宮駅」。大宮駅につきましては、１日の乗車人員、いわゆる改札

を通る人が24万人で、ＪＲ東日本の管内で８番目の大きな駅であり、駅の利用者

については65万人とも言われている全国有数のターミナル駅となっております。

大宮駅につきましては、来年130周年を迎えますけれども、来年春には北陸新幹線

が金沢開業ということになっております。また、その翌年には、北海道新幹線も

開通するということで、ますます東日本の玄関口としての重要性が高まっていく

ものと考えております。 

 市といたしましても、この交通の利便性を生かして、今後、大宮周辺のまちづ

くりを行いまして、多くの企業、あるいは人々に選ばれる都市の実現ということ
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で、また、周辺の経済の活性化について考えていきたいというふうに考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 

 今回のフォーラムでは、第１部で、元ＪＲ東日本営業部長で、立教大学兼任講

師の清水様に「鉄道のまち大宮の歴史と鉄道を生かした賑わいのあるまちを目指

して」と題しまして、基調講演を行っていただきます。 

 第２部では、鉄道博物館主幹学芸員の奥原様、また、駅弁販売のカリスマであ

ります駅弁マイスターの三浦様とともに、鉄道を生かした賑わいのあるまちづく

りについて意見交換をしていただく予定になってございます。 

 大宮区といたしましても、鉄道は貴重な地域資源であるという認識を持ってお

ります。皆様方にも、ぜひ鉄道のまち大宮をＰＲしていただきますとともに、今

後の大宮のまちづくりについても、倍旧のご支援、ご協力を賜りますようお願い

申し上げます。 

 結びに、当フォーラムが皆様方にとりまして、実り多いものになりますととも

に、皆様方のご健勝を祈念いたしまして、私のご挨拶とさせていただきます。本

日はよろしくお願いいたします。 

○司会 ありがとうございました。 
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第１部 基調講演 

○司会 第１部、「鉄道のまち「大宮」の歴史と鉄道を生かした賑わいのあるま

ちを目指して」。 

 それでは、これより第１部の基調講演会を行います。 

 「鉄道のまち「大宮」の歴史と鉄道を生かした賑わいのあるまちを目指して」

を開会いたします。 

 はじめに、講師をご紹介いたします。 

 立教大学観光学部兼任講師の清水愼一様でございます。 

 清水先生におかれましては、東京大学法学部をご卒業後、1972年に、日本国有

鉄道に入社され、東日本旅客鉄道株式会社取締役営業部長、取締役仙台支社長を

歴任されました。2004年に退任された後は、株式会社ＪＴＢ常務取締役に就任し、

訪日ツーリズムの推進や事業創造本部長をご担当し、ロングステイプランなど地

域交流ビジネスを打ち出されました。2008年から、立教大学観光学部特任教授に

就任され、現在は立教大学観光学部兼任講師、株式会社ＪＴＢ総合研究所顧問を

務められるとともに、観光地域づくりプラットホーム推進機構に設立と同時に会

長としてご活躍されております。 

 それでは、清水先生よろしくお願いいたします。 

○清水兼任講師 皆さんこんにちは。（拍手） 

 この日曜日の午前中から、大変たくさんの方々がお

集まりいただきまして、本当に感謝申し上げたいと思

います。どんな話しができるか、今ご紹介いただきま

したように、私はもともと国鉄、ＪＲ東日本でござい

まして、ダイヤだとか、車両だとか、駅の関係を含め

て、いろいろ携わってまいりました。そういった意味

で、いろいろなご迷惑をおかけしたこともたくさんあ

るかと思いますけれども、改めて、今日おわびをしながら、ＯＢとして、いろい

ろ現役に対する注文も含めてお話しをしようかなというふうに思っております。 

 今日は、パネラーでＪＲ関連の駅弁の日本レストランエンタプライズの方とか、



4 

近くの鉄道博物館の方などが来ておられます。多分皆さん方いろいろなご注文も

あるかと思いますけれども、最後に、ご質問の時間もありますので、どうぞいろ

いろなことを教えいただければありがたいというふうに思います。 

（パワーポイント使用：別添参照） 

 私は、もともとは、鉄道マニアでございまして、これは私の長野の自宅なので

すが、このぐらいのレイアウトがありまして、模型を動かしながら楽しんでおり

ます。 

 それで、若いうちに東北本線の古河の駅長をやりました。古河というのは、当

時大宮運輸長管内だったのです。当時の大宮操車場は大変広くて、大変労使関係

が悪くて、いろいろ問題がありました。今、まさかあんなふうに変わるとは夢に

も思いませんでした。 

 こんなこともやりながら、ＪＲになりまして、私はＪＲ東日本に入りました。

私幾つか自慢があります。一つは、大人の休日倶楽部というのを私のときにつく

りました。50歳以上になったら少し鉄道運賃ぐらい安くしようよということで、

５％割引にしました。ジパング倶楽部が、どういうわけか女の人は60歳、男は65

歳、極めて変な制度なのですけれども、これが３割引きになります。子供たちと

お年寄りは鉄道運賃を安くすべきだと、私はずっとかねがね思っていまして、大

人の休日倶楽部というのをつくりました。 

 もうひとつは、Suicaというカードを始めました。最初は、間違いが多くて本当

に困りました。そんなことも含めて、鉄道関係とはご縁があるわけです。 

 それでは最初に、まちづくりの話しをしたいと思います。 

 というのは、私は鉄道関係の仕事をやりながら、やっぱりまちづくりが重要だ

なということを痛感していましたので、あちこちのまちづくりに関わってきたか

らです。観光庁ですとか、国土交通省、あるいは総務省、内閣府のいろいろな委

員会の座長などもやりながら、まちづくりについて議論しています。 

まちづくりの基本というのは「住んでよし、訪れてよし」ということです。こ

の基本がないと、実は観光も成り立たない。住んでいる人がいいなと思うところ

じゃないと、お客様は来ないということです。住んでいる人が、もうこんなとこ

ろは嫌だなと思うところは、お客様は来ないということです。逆に言うと、お客

様が来たがるところは、住民が何か楽しそうだなというところです。今観光立国
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ということで、外国人のお客様2,000万人を日本に持ってこようじゃないかという

運動をやっているのですけれども、観光立国の基本的な理念が、「住んでよし、

訪れてよし」という言葉でございます。 

 「住んでよし」というのは、ここにありますように、美しく個性的で生き生き

したまちづくりということなのです。 

 それでは、これについて、大宮の現状はどうなのだろうか。 

 これは、大宮区さんのアンケート調査の結果です。大宮区の方たち、あるいは

さいたま市の方々も含めて、住みやすい－この黒いところが住みやすいなので

すが、住みやすいと思っている方はたくさんおられますね。「ださいたま」とか、

こんなところは住みたくないとかいう方がたくさんおられるかなと思ったら、住

みやすいという方がたくさんおられる。それは非常にいいことだと思うのです。

住みやすくない、もう早く出てきたいと思うようなところは、やっぱりだめです

ね。そんなことも含めて、住みやすいという方たちが８割以上おられるというこ

とは非常にいいことなのです。 

 ところが、いろいろ調べてみると、実は住みやすいのだけれども問題も多いの

です。これは平成24年度の市民ワークショップの結果なのですけれども、例えば

道幅が狭い、自転車道がない、歩道の段差など道路整備が遅れている、大宮駅東

口の魅力が不足している、雑木林が減少しているとか、自転車が盗まれるとか、

いろいろな不満が出ておられるなというのがよくわかります。 

 こういう悪いところがある一方で、先ほどもありましたように、氷川神社、あ

るいは鉄道博物館を含めて、いいところもたくさんある。ですから、これから

「住んでよし、訪れてよし」ということを実現するには、こういった不満や課題

を解決していくのだということなのです。 

 ちなみに、この中身を見ていきますと、だんだん全体像が見えてきます。トー

タルすると、安全で安心なまちにしてくれという課題です。泥棒がいない、ある

いは自転車が盗まれない、さらに言えば、歩いていて後ろから車でひかれないと

いうことなのです。この「安全で安心な」まちづくりを要望する声が、今非常に

強い、これは実は観光客も同じなのです。観光客というのは、実は歩けるまちが

最高なのです。歩けないまちは観光客が行かないのです。ですから、「安全で安

心なまちづくり」ということを、皆さん方がぜひ高めていただきたいと言われて
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いることがよくわかります。これで、10年後、20年後、ぜひ災害に強いまちで、

交通利便性の高いまちになってほしい、よくわかります。ですから、本当は、住

みやすいのだけれども、交通利便性がいいとか、例えば大宮駅からの足だとか、

災害に強いとか、あるいは安全、安心に歩けるか、そういったことがまだまだ十

分じゃないというふうにお考えになっておられる。 

 実は、住民の人は優しいですから余り文句を言わない、こんなもんかなと思う

のですが、観光客は文句を言うのです。ですから、観光というのは、課題を明確

にするのです。 

 埼玉県というのは、どんなアンケートを取っても指標が最下位に近いです。宿

泊旅行先として行ってみたいか、泊まってみたいか、最下位。それから地元にと

ても愛着を感じるまちだと思いますか、埼玉県はそういうふうに感じてないと言

うのですよ。ですから、行ってみたい県、46位、よかったですね。下から２番目

です。埼玉県って、もう常にこんな感じなのです。本当にイメージが悪い。です

から、私も、実は与野に住んでいるのですが、本当に住みやすい、ついでに言う

と、鉄道博物館ができるから与野に住んだのですけれども。与野は住みやすいと

思っているのですが、観光客はつまらないところだと言っているんです。これが、

今、埼玉県、さいたま市の一番の課題なのです。何が一番ポイントかと言ったら、

実はもうちょっと頑張ってねということなのです、もうちょっと。これ、例えば

地元に愛着を感じていますかと言ったら、埼玉県47位です。１番が沖縄県なので

すけれどもね。 

 そんな形で、住んでよし、訪れてよしと言っても、課題が少し多いなというこ

とがよくわかります。 

 そんなこともあって、埼玉県では、超観光立県宣言というのをしたことがある

のです。超観光立県。もうどうせ最下位だから、まともなことをやってもしょう

がないやということで始めたのが、超観光立県宣言です。これは、そろそろ終わ

りにしなければいけないのですけれども。海なし、温泉地なし、世界遺産なし、

だけれども一つずつ小粒でもきらりと光るものがある埼玉県。改めて、もう一度

埼玉のよさを見直してみるかというのが、今の進め方です。 

 さいたま市にも、皆さん方御存じか、観光振興ビジョンというのがありまして、

その中に、「訪れたくなるまち、招きたくなるまち、さいたま」と書いてあるの
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です。まさに考え方は正しいです。じゃ問題は、どういうふうに具体化をするか

ということです。今、申し上げたように、住民は住みやすいと思っているけれど

も課題も多い。これは結果的に、地域の魅力とか、個性を十分生かしてないとい

うことなのです。先ほどありましたように、氷川神社がある、鉄道博物館がある、

あるいは、さいたま市全体のいろいろなものがあるけれども、生かしきってない、

というのが、やっぱりお客様の評価なのです。住民も実は同じことを思っている

かもしれない。しかし、住民は優しいですから、余り文句を言わない、観光客は

文句を言う。そこで、明確に課題が見えるわけです。 

それでは、そういう観光客にとっての課題の中で、今何が一番ポイントかとい

うことを申し上げますと、１つは、人間に優しいまちづくり、要するに安心して

歩けるかどうかなんです。それから、２つ目は歴史とか伝統文化を本当に大事に

しているかどうかなのです。この２点だけなのです。ですから、逆に言うと、さ

いたま市も埼玉県も、この人間に優しい、歩いて暮らせるということと、それか

ら歴史伝統文化、ここを大事にするということをもっとやらなきゃいけない。残

念ながら、さいたま市さん、私はまだまだ弱いと思います。住んで20年になりま

すけれども。もっとこれ強めなきゃいけない。 

というようなことで、「住んでよし、訪れてよし」という点については、多く

の課題があるのです。外国人のアンケートや、住民の本音を聞いてみると、こん

なことが言えることがよくわかります。 

人間に優しいまちというのは、端的に言うと子供たちが安心して歩けるまちと

いうことです。通学路なのに後ろから車がばんばん来るようなところ、こんなと

ころには、実は人が住まない。さらに言えば、おじいちゃん、おばあちゃんが、

歩いて買い物ができるということです。もう私もおじいちゃんになっていますけ

れども、車を運転できない。そんなところに車でしか行けないショッピングセン

ターをつくられても困るんです。昔ながらの地場の商店街が極めて大事です。 

それから、公共交通機関が必要です。これは、今一番大きな課題になってきま

す。ですから、ドイツは、すでに徹底的に歩ける街にしています。フランス、イ

タリア、チェコ、スペイン、全部こんな感じです。メインストリートは、路面電

車は通ってますが、車は一切通さない。ですから、商店街にみんな歩いて買い物

に行く。周りに駐車場がありますよ、もちろん。しかし、車は絶対中に通さない。
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これが今のヨーロッパの施策です。ですから、足の不自由な市民も、観光客も、

これうちの奥さんなのですが、みんな路上でソフトクリームを食べているのです。

こんな小さなまちでも楽しめるわけです。 

 こういうことがちゃんとできたところは、日本の観光地でもどんどんお客様が

来ています。典型的な例が高山です。それで生まれ変わろうとしているのが、こ

の辺の川越です。それではご当地大宮は、こういったものができるかできないか、

ということです。 

そのためには、歩道と自転車道とＬＲＴ、これもう必須です。スイスは、歩道

と自転車道はつくらなければいけないと、法律で決めているのです。ですから、

我々はスイスにみんな行きたがるわけですね。 

このように、これを見るだけで行きたくなりますよね。こういうふうに、外で

コーヒーが飲める。駅なかのエキュートじゃなくて、やっぱり外で飲みたいです

よね、はっきり申し上げて。 

さいたま市でもまち歩きルートがあるのです。例えば、駅から鉄博に行くまち

歩き。できれば、ルート上にある大宮工場の敷地をちょっと削って、コーヒーが

飲めるスペースをつくってほしいなとか、考えますね。あるいは、新都心から氷

川神社に行くルート、何でこの参道に平気で車を通しちゃうのか、ヨーロッパで

は絶対あり得ません。生活をする人たちはしょうがないですけれども、何で通過

の車まで通しちゃうのか。これを早く直さなきゃいけない。これが観光の基本な

のです。そんなことをやらずして、くだらないゆるキャラをやってもだめなので

す。 

次は、歴史文化です。これは大事です。 

 川越はよかったですね。251万がもう600万、ちょっと観光客があふれ過ぎちゃ

っています。まちづくりのポイントは、要らない広告物だとか、電柱を全部削っ

てみよう、昔のままにしてみようという取組みです。余計なことはしないという

ことです。これは川越の商工会議所青年部、ＪＣを含めて、本当によくやりまし

た。これをやるだけでお客様は大喜び。川越の商店街は空き屋はありませんね。

空き地に次から次にスイーツの店ができて、前は、大宮に負けるとか池袋に負け

るとか言っていましたが、今は全然言わないです。だって、こっちのほうがすご

いですから。そういった意味で生まれ変わりました。まさに住民が誇りを持って
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まちづくりをしてきた、そこに観光客があふれるようになったということなので

す。 

関東では、もう一つは佐原です。ここもすごいですよ。 

 伊能忠敬の出身地です。デパートはつぶれたし、人口は減ったし、商店街は空

き屋だらけだけれども、もう一回何とかしようということで、商工会議所の人た

ちがまず何をやったかと言うと、ふるさとの川づくりということで、徹底的にど

ぶさらいをしたのです。それから古い町並みを整備して、これだけで、今なんと

160万から200万人の観光客が訪れています。 

 ですから、やっぱり本当に観光をやろうと思ったら、歴史文化を大事にすると

いうことなのです。どこでも同じ建物を建てて、駅前がどこでも同じようなとこ

ろはだめだということなのです。ですから、後で申し上げます、大宮駅の東口の

つくり方、極めて大事です。くだらないものをつくったら承知しないよと言わな

きゃいけない。あそこに行ったら氷川神社にもうすぐ行けるような感じにしなけ

ればいけない。西口、最悪ですよね。本当に、駅前広場のつくり方として最悪で

す。 

ついでに言うと、きょう商店街の人がおられると思いますが、商店街は頑張っ

ていただかなければいけない。エキュートに負けちゃった、ではだめなのですよ。

今、私は、あちこちの商店街の活性化のお手伝いをしています。商店街の活性化

の基本は観光だから。東京の商店街って2,700あります。なかにはすごい元気な商

店街があります。商店街がなければおじいちゃん、おばあちゃんが生きていけな

い。ショッピングセンターじゃだめだと頑張っているんです。 

この砂町銀座商店街の隣は大型ショッピングセンターです。しかし、商店街が

すごいんですよ。670メートルに180店舗、空き屋は一つもありません。平日に１

万5,000人、週末２万人、そのうち３割が観光客、はとバスが寄りました。ドイツ、

ノルウエーから視察がくるんです。アーケードなし、駐輪場なしです。 

ここの商店、どうやって生き残るか。ダイコン、肉の単価で競争したってショ

ッピングセンターにかなわない。どうするか、お総菜に徹したんです、小分けの

お総菜。全国でお総菜がおいしいところの代表格です。 

さらにすごいのは、江東区の小・中学生の商人実習をここで受けるのです。何

がいいかというと、子供がやると親御さんが、見に来るのです。それで必ず買い
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物をする。さらに言えば、子供たちは一度商店街の味を覚えると、必ずまた行く

のです。ですから、そういった意味で、大宮の賑わいというのは、実は商店街に

あるのだということをぜひ認識していただければありがたい。これが実は歴史・

伝統・文化・暮らしなのだということです。 

そんなことも含めて、ここには鉄道施設、盆栽村、それから古いお寺、中山道、

日光御成道、あるいは鉄博など非常に資源があるので、ぜひこれを磨いてもらい

たい。磨かなきゃいけないと思うのです。具体的には、まち歩きができるように

してもらいたい。また、くだらない看板をなくすとか、少しきれいに美しくして

いくだけで、「住んでよし、訪れてよし」ということになるわけです。 

また、埼玉は食材が少ないといいつつ、最近スイーツバイキングとか、いろい

ろなことも始めました。後で日本レストランエンタプライズの三浦さんにもいろ

いろなお知恵をいただこうと思います。 

最後に、幾つかの私なりの提案をしたいと思います。 

一つは、名実ともに自転車のまちだと言うのだったら名実ともにしなければいけ

ないということです。ツール・ド・フランスもやりましたね。これで赤字がたく

さん出たと言って議会でもめていますよね。こういうことをやられるのだったら、

本当に名実ともに自転車のまちにしなきゃいけないのですよ、名実ともに。最近

コミュニティサイクルが出てきましたが、サイクリングルートがないのですよ、

市内には。あるとしても全部河川敷です。河川まで行くのは大変なのです。そこ

に行くまでにひかれちゃうかも。ですから、そういった意味で、自転車道はドイ

ツとかイタリアのまちでも当たり前。ぜひ、こういったことを具体化して名実と

もに自転車のまちにしなければいけない。ぜひ、さいたま市長さんにお願いをし

たいなというふうに思います。 

二つ目は、二次交通です。駅を降りてからのことを考えなければいけない。ご

承知のとおり、これを真剣に考えたのは富山市です。いろいろ批判もあるのです

けれども、富山市長さんはやっぱりよくやっていますよ、はっきり言って。さっ

き言ったように、観光客のためにも市民のためにも、公共交通機関が必要だとい

うことを、しっかり考えておられる。こちらにも、さいたま市にＬＲＴを導入し

ようというＮＰＯができています。そんなことも含めて、ＬＲＴは、そろそろお

考えになっていただかないといけないのかなと思います。だんだん高齢化社会に
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なります。それから観光客は、車では移動できないのです。よろしくお願いした

いと思います。 

三つ目に、安全・安心な食ですが、クワイだとか、岩槻ネギだとか、キュウリ

だとか、こういったものを活用して、ぜひ日本レストランエンタプライズさんに

も、ＪＲさんにも、駅の中では安全・安心なものを売っていただく、同時に、商

店街でも、こういったものをきちんと売っていただくということが必要かなとい

うふうに思います。 

昔、駅弁に盆栽寿司ってありましたね。日本レストランエンタプライズさんに

は、ぜひ復活していただきたい。これは、お弁当を食べたら、容器が盆栽の器に

なるということです。昔の日本鉄道時代ですけれども、そういったことなど、い

ろいろな工夫をされているということです。 

最後に、鉄道との連携です。 

 鉄道のまちというイメージをもっとよくしなければいけない。そのためには、

古いものを大事にするとともに利便性も大事にしなければいけない。日本工業大

学さんに、Ｂ６型２１０９号機の機関車が動態保存されています。極めて貴重な

機関車なのです。大学が大井川鉄道にあったものを保存して、今動かしています。

ぜひ、きょう奥原さんに頼んで、大宮駅から鉄博までこれを動かしてもらいたい

と思っています。大宮工場の試験線がありますから。こんなことをやると急にイ

メージが変わります。大宮駅と鉄道博物館がつながってきますよね。こういうつ

ながってくるのが大事なのです。 

あとは、鉄道博物館の帰り道に現役の大宮工場をうまく見学ができると、さら

に鉄道のまちのイメージが上がります。 

また、大宮は拠点であらゆる線がここに集結しているということは、あらゆる

列車がここで発着をするということでないといけないのです。そこが大宮の拠点

性です。やっと、武蔵野線を活用して、八王子までかなり便利になってきました

が、残念ながら、まだまだ十分じゃない。今度は上野から東京まで新幹線の上に

東北循環線、上野、東京ラインができますから、いよいよ東北本線、高崎線、こ

の終点が上野駅どまりじゃなくて東京、品川まで行くようになります、来年から。

そういった意味で、あっという間に交通体系が変わります。ですから、拠点性と

いうものをどういうふうに生かしていくのかしっかりと考えなければいけない。
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湘南電車はもちろん高崎の蒸気機関車が大宮駅から出るということも考えてもら

いたい。 

そんなことも含めて、この後のパネルディスカッションで議論したいと思いま

す。 

以上でございます。（拍手） 

○司会 清水先生、ご講演ありがとうございました。皆様いま一度盛大な拍手を

お願いいたします。（拍手） 

 それでは、ここで休憩といたします。 

 第２部は、午前10時50分から開催いたしますのでよろしくお願いいたします。 
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第２部 パネルディスカッション 

○司会 それでは、これより第２部パネルディスカッション「鉄道を生かした賑

わいのあるまちを目指して」を開会いたします。 

 初めに、パネリストの皆様をご紹介いたします。 

 鉄道博物館の主幹学芸員の奥原哲志様でございます。 

○奥原 よろしくお願いいたします。（拍手） 

○司会 奥原様は、鉄道博物館の前身である交通博物館時代から学芸員としてご

活躍された後、2007年、鉄道博物館開館時から主幹学芸員として、数々の企画展

をご担当されました。現在は、鉄道博物館の展示、企画展の中心として、第一線

でご活躍をされています。 

 続きまして、株式会社日本レストランエンタプライズの三浦由紀江様でござい

ます。（拍手） 

○三浦 よろしくお願いいたします。（拍手） 

○司会 三浦様は、ＪＲ上野駅構内の駅弁のパート販売員として働き始められ、

担当する売店の売り上げを急上昇させることにより、53歳で大宮営業所長に抜て

きされ、駅弁販売のカリスマとして数々のテレビにもご出演をされております。

現在は、株式会社日本レストランエンタプライズの駅弁マイスターとして販売現

場でご指導もされています。 

 続きまして、さいたま市職員の岡安博文経済局経済部長でございます。 

○岡安 よろしくお願いいたします。（拍手） 

○司会 岡安部長は、さいたま市の産

業振興や商業振興、雇用対策等を統括

されており、本日は、行政の立場から

ご意見を伺いたいと存じます。 

 そして、コーディネーターは、第一

部から引き続き、清水先生にお願いい

たします。 

○清水 よろしくどうぞお願いいたし
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ます。（拍手） 

○司会 それでは、どうぞよろしくお願いいたします。 

○清水 では、早速、第２部のパネルディスカッションに入りたいと思います。 

 「鉄道を生かした賑わいのあるまちを目指して」ということで、12時まででご

ざいますので、おつき合いいただければありがたいと思います。 

 それでは、早速、パネリストの方々に、自己紹介がてら、何でも結構でござい

ますのでお話しをいただこうというふうに思います。 

 最初に、鉄道博物館の奥原さん、どうぞよろしくお願いいたします。 

○奥原 よろしくお願いいたします。 

 今、ご紹介いただきましたけれども、私、以前は東京

の秋葉原にありました交通博物館に勤めておりまして、

そのころから、鉄道史を専門にして展示会の企画・開催

や、イベントなど博物館に関するいろいろな仕事をやら

せていただいております。 

（パワーポイント使用：別添参照） 

 今日は、まず初めに、大宮に関する古い写真、明治時

代のものや、あとは先ほど区長さんのお話しにもありましたけれども、今、新幹

線が大宮にとっては非常に大きい存在かと思いますので、新幹線に関する写真な

どを用意してきましたので簡単にご紹介したいと思います。 

 まず大宮駅ですが、来年の３月で開業して130周年になります。もともとは、日

本鉄道という私鉄の会社が運営をしていました。最初に、日本鉄道が開業したの

は、今から131年前の明治16年のことで、最初に上野から熊谷の間が開業していま

す。そのときに、中間に置かれた駅は王子、次が浦和、上尾、鴻巣の4駅で、大宮

駅は設置されなかったのです。大宮は江戸時代から氷川神社の門前町であり、中

山道の宿場であったわけですが、明治の初めごろには、町の勢いというのでしょ

うか、それが衰えていたようで、大宮は素通りしてしまいました。やはり、これ

は地元の方にとっては非常に危機感があったそうで、当時の有力者がいろいろと

運動をした結果もあり、日本鉄道はその後、宇都宮に向けて路線を伸ばすに際し

て熊谷で分岐をする案、大宮で分岐をする案との二案があったのですが、最終的

には大宮で分岐することに決定します。これには、地元の運動も大きかったので
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すが、東北本線の建設の目的は、東北地方を縦貫して青森にいたる路線を早期に

つくる、ということにありましたので、それにはやはり大宮で分かれるのが一番

の最短距離だったのです。そういった事情が優先されて、高崎へ向かう路線と宇

都宮へ向かう路線の分岐点に大宮駅が開設されました。 

 鉄道が分岐する場所には、駅だけではなくて、いろいろな鉄道関連施設が集ま

るようになります。人の乗り降り、あるいは物資が集まる、そういう場所になっ

ていくことで、ここから鉄道のまちとしての大宮の歩みが始まっていきます。 

 先ほどもお話しがありましたけれども、統計によるとＪＲ東日本管内の駅の乗

車人員ランキングで、大宮は第８位だそうです。大宮より上位の駅というのは、

新宿、渋谷、池袋など全部都内の駅です。それに次ぐ駅ということで、大宮は非

常に大きな位置づけの駅ということができます。もう一つはやはりＪＲ東日本の

すべての新幹線が通るというのが大きいと思います。 

 写真1 これは、日本鉄道が開業したときの上野駅の写真です。少し分かりづら

い写真なのですが、後ろに「緑門」というアーチか造られていまして、日の丸が

かかっています。この開業式には明治天皇が臨席し、列車にも乗っているのです

が、やはり当時としては鉄道ができるということは非常に大きな出来事だったの

ですね。 

 写真2、3 この写真は、さいたまに非常にゆかりの深い善光号という蒸気機関

車です。この機関車は、日本鉄道の建設用に使われました。つまり、埼玉県で最

初に走った機関車ということになります。左側は、明治時代撮影の写真ですが、

今は、私どもの博物館で実物を保存しておりますので、実際の姿をご覧いただく

ことができます。 

 写真4 大宮区役所の南側に山丸公園というところがありますけれども、こちら

に展示されている蒸気機関車は大宮工場で使われていた機関車なのですが、この

機関車の脇には、大宮駅の誘致活動をした白井助七というという方、この方は、

第２代の大宮町長を務めた方なのですが、その方の顕彰碑が建っています。ちょ

うどここへ来る途中の公園、ソニックシティの前の公園にも白井助七の銅像が立

っていますけれども、やはり、こういった運動をした方がいたからこそ、大宮が

鉄道のまちと言われるようになったわけです。 

 写真5 これは大正の初めの大宮駅の写真です。ちょうど今の東口のあたりに立
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っていた駅舎です。当時としては大きな規模の駅舎ではないかと思います。ちょ

うど入り口のところに制服を着た方が－鉄道員なのでしょうね、写っています

けれども、こういった写真が残っております。 

 写真6 これが今の大宮駅です。さっきちょっとお話しがありましたけれども、

やっぱり独自性というのでしょうか、そういったものは余りないのかなという感

じはします。 

 写真7 この写真は、先ほどの善光号という機関車ですけれども、それと一緒に、

大宮駅構内の様子が写っています。今の大栄橋のあたりから南を見ているのでは

ないかと思うのですけれども、明治30年代くらいの写真です。ちょうど向かって

左側が今の東口です。右側が西口になります。これを見ると、ホームが３本あっ

たことが分ります。二本の路線の分岐駅ということで、当時としてはかなり規模

の大きな駅だと思いますが、明治時代の大宮駅構内は大体こういった姿だったよ

うです。 

 写真8 これは、当時の蒸気機関車を撮った写真なのですが、機関車の右側を見

ていただくと小さく大宮という駅名が書いてあるのです。実はこういった写真は、

岩崎・渡辺コレクションといいまして、三菱の創業者・岩崎弥太郎の弟・弥之助

の息子の岩崎輝弥という方なのですけれども、当時の大金持ちです、この方は鉄

道が大好きで、中学生のころから、当時は写真を撮るというのは写真家に頼むし

かなかったのですが、小川一真という当時の超一流の写真家に依頼して日本各地

で鉄道の写真を撮らせたという、すごい人がいました。その写真が当館に寄贈さ

れていて、そのおかげで、こういった明治の鉄道の光景が今も見ることができる

のですが、そういった中に大宮の写真が含まれております。 

 写真9 これがまた、非常に珍しい写真なのですが、大宮駅のホームで立ち売り

をしている様子です。多分駅弁や菓子などを売っているんだと思いますが、今の

日本レストランエンタプライズさんの元祖みたいな存在だったのでしょう。構内

営業というのは新橋と横浜の間に鉄道が開業したときからやっていたそうで、駅

弁は、明治10年代ぐらいから売られるようになったと言われています。当時です

から地元の業者さんだと思うのですが、そういった人が列車に乗る人に対してい

ろいろなものを売っていたのだなということがわかります。 

 写真10 この写真は、ご記憶の方もいらっしゃると思うのですが、大宮機関庫
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という、レンガ造りの非常に大きな建物が駅の構内にありました。これは、明治

29年に造られたものです。この機関庫は非常に長いこと使われ、東北新幹線の建

設工事が始まるのに伴って支障があるということで取り壊したので、大体80年以

上使われていまして、大宮の鉄道施設の象徴だったというふうに思います。 

 写真11 この写真は、先ほどもちょっとお話しが出ましたけれども、大宮工場

です。工場と名乗っているのですが、鉄道の場合は、ここで車両をつくっていた

わけではないのです。車両をつくるのは民間の車両メーカー、直営の工場は、一

部は製造もしていたのですが、車両の修繕を中心に行っていました。大宮工場も

やはり明治27年に開設されていまして、東京の大井町に大井工場と呼ばれた東京

総合車両センターがありますけれども、そこに次ぐ歴史を持っている車両の修繕

工場ということになります。 

 写真12 これは、大宮工場の職員の集合写真なのですけれども、これは大正時

代の撮影だと思いますが、一番多いときは6,000人くらい職員の方がいたそうです。

当然、こういった方たちというのは、工場の周辺に住むわけで、恐らく家族の方

を入れると数万人単位の人が大宮に住んでいたと思います。大宮工場はそれだけ

の雇用を生み出す場所としての役割も果たしていたわけです。 

 写真13 先ほど車両の修繕というお話しをしましたが、実際には、こういう機

関車を造っていたのです。これは、信越本線の碓氷峠で使われたＥＤ40という電

気機関車です。大正時代につくられたのですが、当時は、電気機関車を製造でき

る車両メーカーがなく、自前でこの機関車を造ったのですけれども、こういった

電気機関車、それから後には蒸気機関車なども製造しています。 

 写真14 今でも大宮総合車両センターは、蒸気機関車の動態復元であるとか、

あるいはその修繕といったことをしているのですけれども、今、それができるの

は大宮と、それからＪＲ北海道の苗穂工場と、ＪＲ西日本の梅小路運転区と、あ

とはＪＲ九州の小倉総合車両センターくらいしか残ってないのですけれども、東

日本で走っている蒸気機関車に関しては、大宮がすべて担当をしています。これ

は、今年４月から東北復興の一環ということで走り始めますＣ５８という蒸気機

関車ですけれども、盛岡市の公園に保存されていた機関車を持ってきまして、１

年がかりで修繕をして再び走ることができるように整備しました。今、そういっ

た技術を持っているところはごくごく少ないので、そういった意味でも、やっぱ
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り貴重な存在だと思います。 

 写真15 この写真は、先ほども少しお話し出ましたけれども、大宮操車場です。

今のさいたま新都心の場所です。今は貨物列車というのはコンテナ列車のように、

始発から終点までの間をずっと同じ編成で走らせているのですが、かつてはこう

いう操車場というものがあちこちにありました。そこで、貨車をいろいろと付け

替えをしまして、目的地別に列車を組み直して、そして走らせるということをや

っていたのです。東京周辺で言うと、北側が大宮操車場、南側が新鶴見操車場と

いうのがあり、物流の玄関口にもなっていました。今は、鉄道貨物というのは非

常にウエートが落ちてしまったのですが、かつては国内の陸上物流の大体50％く

らいは鉄道で運んでいましたので、そういった役割も大宮というのは果たしてい

ました。 

 もう一つの特色である新幹線ですが、大宮に新幹線が通るようになって32年に

なります。ご記憶の方もいらっしゃると思うのですが、最初に開業した時は、大

宮が始発だったのです。いろいろ反対運動などがあって、東京側の建設ができな

かったものですから、昭和57年の6月にまず東北新幹線が、それから11月には上越

新幹線が大宮を始発駅にして開業していました。その後、大分時間がかかって、

各方面に行く新幹線が出来ていく。そして今できつつあるという状況です。 

 写真16 それから、これは、東北新幹線をつくっているときの写真です。荒川

を渡るところです。そこでの建設工事の様子です。看板に「通勤新線」というふ

うに書いてありますが、これは今の埼京線になります。もともと埼京線は、建設

の予定はなかったのですが、この当時、新幹線に対して地元の強い反対運動があ

ったものですから、それに対して、こういう通勤路線をつくるので何とかしてく

ださいということで建設することになったのです。それを一緒に工事している様

子です。 

 写真17 これは開業した当時から使われていた200系という車両です。昨年まで

現役で走っていましたけれども、こういった白と緑色の新幹線が走っていました。 

 写真18 これは、まだ新幹線ができる前の大宮駅の西口の写真です。先ほど厳

しいご意見が出ていましたけれども、不思議なことに大きな駅というのは駅に表

口と裏口ができるそうなのです。大宮の場合だと、中山道、それから氷川神社に

面する東側が表口になり、そちらが表ということで、西口が裏口になりました。
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その状態でずっと来るのですけれども、新幹線をつくる時、大体裏口のほうがス

ペースがありますので、大体新幹線駅というのは裏口につくられるのです。例え

ば名古屋なんかは劇的に変わった一番いい例ですけれども、やはり大宮も新幹線

が西側に来たということで、全く姿は変わったということなのかなというふうに

思います。 

 写真19、20、21 これは、最近の主役になる車両ということで、最初32年前に

東北・上越新幹線が開業したときは、最高速度は210キロでした。今は、「はやぶ

さ」が320キロ、それから「こまち」も今月から320キロで走るようになります。

もう一つは北陸新幹線用のＥ７系という新しい車両なのですが、これはまず3月か

ら「あさま」で使われ、来年度末には長野から金沢の間が開業し、北陸新幹線の

主役として走るようになります。32年前に比べて非常にスピードアップされて大

宮と盛岡の間は、32年前に開業したときは３時間17分かかりましたが、今、はや

ぶさの一番早い列車に乗ると１時間47分と、半分近くに短縮しています。それだ

け東北地区、あるいはこれから北陸方面との関係が深まっていくものと思います。 

 写真22 最後に鉄道博物館ですが、私も勤めさせていただいておりますが、開

館からもう６年半経ちました。その前は秋葉原に交通博物館がありましたが、移

転先を検討したときに、幾つか候補があったそうです。一つは両国です。今の国

技館や江戸東京博物館が建っていますけれども、あの場所、あるいは新鶴見の操

作場の跡、あるいは小山に機関区があったのですが、その跡に移転したらどうか

という話しもあったそうですが、最終的には大宮になりました。これは、鉄道の

まちであったということと、やはり旧大宮市の時代から非常に熱心に誘致活動を

されていたこともあり、そういった状況から、大宮へ移転することに決まりまし

た。ここまで見てきたように大宮は非常に鉄道にゆかりのある場所であったとい

うことで、博物館が移転し、鉄道博物館として生まれ変わったわけですが、明治

以来130年の歴史のある大宮に移転することができたというのは非常によかったの

ではないかと思っております。 

 すみません、ちょっと長くなりましたけれども、以上です。（拍手） 

○清水 ありがとうございました。 

 それでは、三浦さんお願いいたします。 

○三浦 （株）日本レストランエンタプライズ、駅弁マイスター・セールスアド
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バイザーの三浦です。本日はよろしくお願いいたします。 

 自己紹介させていただきます。いろいろとメディアには出させていただいてお

りますが、44歳で時給800円の駅弁売りのパートに出ました。それがどういうわけ

か、とんとん拍子では全然ありませんが、いろいろ紆余曲折がありながらも、大

宮に来たことが私の人生の大転機となりまして、このように皆様の前でお話しも

できるようになりました。 

 私は、埼玉生まれ、行田と熊谷のハーフと言っているのですが、12歳まで埼玉

で過ごし、それから上野に移りまして、結婚してからも上野在住でおります。埼

玉を離れて、今、父母が行田に戻っていますので、埼玉県の良さというのはこの

年になって本当にわかりました。先ほど、確かに愛県意識がないというか、自分

たちが埼玉県民と思っていない人も非常に多いと聞きますが、大宮の６年間にお

いて、埼玉、大宮は世界の中心だという形で働いてきたところ非常に楽しくなっ

たのです。44歳で働き始めて、駅弁売りをしたことによって、埼玉の良さもわか

って、大宮の良さがわかったという、今の三浦でございます。 

 私は、大宮駅に来まして、あまり売れていなかった1,200円の大宮弁当を一生懸

命売ろうとしたのです。そしたらうちのスタッフが、「所長、ここは大宮ですよ。

上野じゃありませんから。1,200円の弁当なんか売れませんよ。」と、こう言うの

ですよ。そんなことはない、世界の中心は大宮だと、私は本当に自分のいるとこ

ろが世界の中心といつも言い切っていました。ですから、上野が長かったのです

けれども、６年間大宮は世界の中心。今は、新宿営業支店勤務になりましたけれ

ども、新宿営業支店、大宮営業所、なおかつ鉄道博物館内日本食堂の所属なので、

私の中では永遠に大宮が世界の中心なのです。 

 そういうところで、販売を強化いたしました。ちなみに、大宮弁当は、昨日か

らリニューアルしましたので、中身を確認していませんので、それまではおいし

かった。今、もしまずかったら言ってくださいね。 

 ということで、販売を強化したら、１カ月後、売れました。でしょう。言った

じゃない、大宮が世界の中心だと。元気で楽しく販売やっているところに人は来

るのだと。あなたみたいにどうせここは売れないなんて、私は東京のキャパシテ

ィが羨ましいと思ったことがないと言い切りました。 

 頑張って元気なところに人が来るというのが私の考え方です。あと先ほどの清
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水先生の商店街の話ですが、私は町の商店街を大事にしたい。大きなところには

買いに行きたくないというのが、上野で過ごしていたときもずっとそういう精神

でやってきました。あっちが安いからあのスーパーに行ったら自分の父ちゃんの

首を絞めるとうちの主人がよく昔から言っていたのですけれども、みんなで楽し

い商店街にしたら必ずお客さんは集まるのです。私もいろいろなところにお邪魔

する機会があるのですが、商工会議所の会長さんとか部長さんとかが楽しく、に

こにこしているところは町が元気です。 

 ということで、大宮に来まして一生懸命やりましたら、5,000万円ぐらい売り上

げが上がったということで、あちこちメディアから取材されたのですが、所長が

来てから楽しくなりましたと、パートさんや、アルバイトさん何人にも言われま

した。言われたことだけやっていればいいのではなくて、私は自分たちが自ら考

えて動くところに人が来てくれて楽しくなると思うのです。だからぜひぜひ楽し

い販売をしてねと言っています。 

 それと、大宮、確かに鉄道のまちなのです。来てすごく感じたのですけれども、

鉄道ふれあいフェアがありますね、あそこの操作場に１万人ぐらい集まるという

ふうに言われたのですが、天気もいいからかなりの量を用意したところ、私が担

当した１回目、３万人いらしたのです。天気で左右するのですけれども、それだ

け鉄道を見るために近県からいらっしゃるのです。私は、一番足りないのは駅が

協力していないと思うのです。氷川神社に行く位置にあり、近隣の商店街もある、

なぜ駅をもっときれいにしてくれないのかと、これは私にも一つの責任があるよ

うな気がしますので、その点も頑張りたいと思います。 

 また、鉄道博物館でも勤務しておりますが、日曜日とか、連休の忙しいときに

は、フレンドリー売店かランチ売店で販売をしております。そんなときに、こん

なものをつくったら売れるだろうということで、会社を説得して、利益は薄かっ

たのですけれども、列車の形のペットボトルをつくりました。370円もします。そ

んな水が売れるかと言われたのですけれども、鉄道博物館で３年前の初日の入荷

が10ケース、１日で240本完売いたしました。このペットボトルは、その辺に置い

ても売れないかもしれませんが、鉄道のまち大宮ですとか、鉄道博物館ならば、

これはおもちゃなのです。これ見ているお客様に370円、高いでしょう。お客様お

水だと思うから高いのですよ。水筒だと思うと安いのです。私、２年使っていま
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すから。はいこれが私のセールストークなのです。原価が高いからダメだと言わ

れたのですが、上司を説得しました。２万本を売り切らないと単価が高いという

ことでした。なぜかというと、これをつくってくれる業者さんが１社しかいない

のですけれども、特許を持っているのですね。日本レストランエンタプライズさ

んの限定ならばつくるということでつくっていただいたので、金型代が原価に降

りかかってきてしまう。ですから、皆さん、プラスチックだと高いので、よく地

元のサイダーとか瓶でつくりますよね。でも重いからやっぱり買っていってもら

えないのです。瓶も普通の瓶でしょう。やっぱりこういう単価がかかってもおも

しろいものをつくったら私は買っていって貰えるのではないかなと思うのです。

これで味をしめまして、次の年はスーパーこまちで、２本740円（4月から2本760

円）、鉄道博物館内ではよく売れますね。ということで、皆さんももうお持ちで

すか。水筒だと思えば安いですよ。私、いつも持っていますから。ということで、

こういうところをやることによって、楽しい。 

 もう一つやったのは、１号機関車弁当。ミュージアム全体に言えることですが、

普通は開館してだんだんだんだん入館者数が少なくなるというところが結構多い

のです。でも鉄道博物館は、なぜ少なくならないかというと、すばらしい企画展

を次から次へと展開しているのです。ですから、もし人が来ないと愚痴を言うぐ

らいだったら、いろいろなことをやることによってお客様は来てくれると思うの

です。企画展で、１号機関車が重要文化財で展示された時、１号機関車弁当をつ

くったら売れるという支配人の発案のもとにつくろうと思いました。トップは金

色なのですけれども、金色にするとすごくお金がかかってしまうので、お客様に

自分で塗ってくださいねと、私は言っています。これをつくろうと思ったときに、

金型代が120万円くらいかかると、上下240万ですね。これを弊社でつくらなけれ

ばいけないと支配人が言いまして、自分たちでつくろうとしましたら、リスクを

犯すなということで、つくれなくなってしまいました。もう半べそで、企画展に

どうしても間に合わせて売りたいという支配人、それでは、どこかでつくらせち

ゃえということで、簡単にこれをつくってくれる業者さんがいたわけです。でも、

私たちは、本日の話とは違うのですけれども、組織で生きるということでは、上

司を説得する力がなかったなと、ちょっと反省点にはなるのですが、このお弁当

は、鉄度博物館でもう既に１万6,000個販売しました。 
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 そういうことで、鉄道のまち大宮、この本当にいいものを持っているところで、

駅と皆様と個々にやっても絶対よくならないと思うのです。皆で協力体制をとっ

て、競争しながら、全体に良くなるというようなシステムを作る。さいたま市、

埼玉県がきちんとした連携をとりながら、大宮のまちを元気にして、鉄道のまち

ということで発展していきたいなと考えております。そして、私に何かできるこ

とはないかなということで、最近は埼玉県人会に入りました。行田生まれですか

ら。でも行田よりやっぱり大宮のほうが過ごしやすいなということで、将来は行

田から大宮に転居してこようと本当に思っております。ただ、私は上野ではいつ

も大宮は寒い、大宮は寒いと言っていますが、実際には、その寒さを楽しむぐら

いの心意気でこれからも皆さんと協力していきたいなと思います。三浦でござい

ました。よろしくお願いいたします。（拍手） 

○清水 ありがとうございました。 

 この後はやりにくいと思いますけれども岡安部長どうぞ。 

○岡安 岡安でございます。よろしくお願いします。 

 やはり行政の職員なものですから、たいしたおもしろ

い話しがないのですが、本日の御三人さん、ＪＲ関係の

方がいらっしゃっていますが、私は、学生時代、東大宮

の電車の掃除を４年間学校も行かずやっていたところな

のですが、そういった鉄道ブームしかございません。そ

れから、ちょっと今まで、清水先生からのお話しにもあ

りましたように、商店街をどうにかしていかなくてはい

けないと、これを随分やっております。そういった中で、どうも自分の中に私生

活でもずっと考えてございまして、やはり埼玉には愛着がないといったアンケー

トがあって、住みたいとは言っていても愛着がないとよく言われます。もともと、

本市が発達していったのはどうしても東京依存があるわけです。昼間はどうした

って東京へ行ってしまって、言葉は悪いのですが、リタイヤされて地元に戻って

きて、はたと気づいたときには何もないという形の中で、我々がいつも言ってい

るのは何をしていこうか、愛着を持たしていくためには何をしていったらいいか

ということで、先ほどちょっと三浦さんが言われたように、実はサイダーが瓶に

入って、「大宮盆栽だー」をやったのは私どもです。地域資源、それからダジャ
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レを組み入れながら、「大宮盆栽だー」をやりました。 

 それから、日本の統計資料の中で、埼玉はケーキの消費量が日本一、ちょっと

私、電卓をたたくの間違っていて、本当は２位だったのですけれども、１位にし

ちゃって、たまたまこれに載っていたから、ＪＣという日本青年会議所のほうが

乗ってきまして、ケーキ日本一と、いろいろやったのですが続かなかった。その

後に、何か変わるものはないかということで、先だって、これは浦和地域なので

すが、スイーツバルというものをやりました。ケーキをやっていこうと。やはり、

何かしら行政と地元が密着して何かをやっていけば、何か起きるのではないか。

それに伴って、埼玉の魅力ができるのではないかということを考えてございまし

て、日々やっているところなのですが、ただＪＲさんは、やはり巨大です。そこ

のルミネの中から外に出すというのは、これは本当に難儀です。逆にルミネの中

を不便にしてもらえれば外に出ていく、ということも考えたこともございました。 

 とは言っても、やはり、商店街の魅力をつくらなくてはいけない。しかし、も

うバブル期を過ぎてしまったものですから、やはり商店街の人たちも勉強会など

でいろいろと考えてきてはいるのですが、なかなか重い腰を上げない部分もござ

います。しかし、私ももう10年来、この職におりますので、やっていきたいとこ

ろは、皆さんが動き出しております。東口の若い商店会長もいらっしゃり、いろ

いろな形の中で３月９日に、氷川参道でイベントをやる商店街もございます。ま

た、後でＰＲさせていただきますが、５月の鉄道ふれあいフェアのときに、鉄道

のまち大宮を機軸に考えていこうという施策も相まって、鉄道フェアのときに、

思いきり大きなイベントもかけますので、ぜひともお楽しみにしておいていただ

きたいというふうに思っております。 

 それと、もう一つＰＲでございます。 

 今、皆さんお手元の中に「さいたま市けんてー」って、これ実は鉄道博物館が

できて１年後、当時の前市長と、関根館長と、何かやってくれないかということ

で、３カ月でつくったものです。これは、実は初めは紙の検定をやってくれとい

うご希望だったのです。ですけれども、実は紙の検定というのは、もの凄い構成

に時間がかかるし、費用もかかります。やっとまとまったのを私が知っているベ

ンチャー企業さんで、自分で投稿できる問題ができるような検定を始めるという

のを聞きまして、それでは一緒にやってみないかという、これ３カ月でつくった
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Webサイト上の検定でございます。10問か何かをやると、こんな表彰状も出るよう

になっていますので、ぜひお試しいただければというふうに思っています。 

 この検定、実は、裏が隠されてございまして、さいたまの魅力を自分で問題を

つくることができるものです。要は自分たちで、地域のこういうところに道祖神

があるよ、地蔵さんがあるよ、これはこういう縁があるんだよといったものを投

稿できる問題ができますので、自分たちでさいたまに愛着を持たせるようなこと

を考えてございます。ぜひとも皆さんにやっていただければなというふうに思っ

ておりますので、今後ともよろしくお願いします。 

 まとまりませんがすみません。（拍手） 

○清水 ありがとうございました。それぞれ行政の方、それから博物館の方、そ

れから駅で販売をされている方ということで、それぞれの立場でおもしろい話が

聞けたかなと思うのですけれども。 

 今、最後に部長さんからもありましたけれども、お互いに、いろいろやってい

るのだけれども、それをどうやって一緒になってやっていくのか、ああやれこう

やれじゃなくて、どうやって一緒にやっていくかと、そこが大事だろうなという

話しも出ましたし、先ほど三浦さんも、駅と街がもっと連携しなければいけない

のではないかなというようなお話しもありました。それから、奥原さんのほうか

らも、来年、駅が130周年になって、大きな節目になるし、北陸新幹線金沢も開業

して、大きな山場になってくるという中で、やはりこれからの動きが大事だとい

うような話しがありました。改めて、皆さん方がやっておられることと、鉄道の

まち大宮、これをどのように繋げていくか、あるいは鉄道のまちをつくるために

鉄道を生かした賑わいをどうつくるのか、そんなものを含めてお話しをいただけ

ればいいのかなというふうに思いますので、早速また奥原さんのほうからよろし

くお願いいたします。 

○奥原 賑わいの事例ということですけれども、開館したころの話しをちょっと

させていただきたいと思います。もう６年以上前になってしまいましたが、平成

19年の10月に鉄道博物館が開館しました。そのころから、マスコミで鉄道ブーム

と言われるようになりました。それまでも鉄道好きの方というのはたくさんいた

のですけれども、何というのでしょうか、「私は鉄道が好きです」と言うと、

「何か変わった人だな」みたいに思われることが多くて、隠れキリシタンじゃな
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いのですが、「鉄道が好き」だとは言ってはいけない雰囲気がありました。とこ

ろが、博物館ができたころから空気が変わってきた気がしています。例えば、マ

スコミへの鉄道の露出が物凄く増えていますし、それから、鉄道関連の出版物も

増えています。博物館にいらっしゃるお客様を見ていると、秋葉原の時代は、大

体お子さん連れのファミリー層と、いわゆるマニアというのでしょうか、鉄道好

きな方が多かったのですけれども、こちらに来て明らかに変わったのは女性のお

客様が増えていることです。最近は女子鉄とか、ママ鉄とか言われていますけれ

ども、特に多いのが若い女性のグループ連れです。秋葉原の時代は、お母さんは

いらっしゃるのですけれど、そういう方たちは絶対と言っていいくらいおらずほ

ぼゼロでした。女性が関心を持つと、物凄く大きな力になるのですね。博物館に

来るお客様は、男性客は大体一人で来ます。ご自分の行動をお考えになるとわか

ると思うのですけれども、例えば上野の大きな博物館で美術展を開催すると、た

いてい男性は一人です。でも女性客は必ずグループでいらっしゃるのです。一人

で来る方は余りいません。つまり、女性が動くと、圧倒的に入館者数が増えると

いう現象があります。やはり鉄道博物館にたくさんのお客様がいらっしゃってい

る背景には、やはり女性客の増加があるのかなという感じがしました。それまで

は、乗り物というのは、男の子の関心の対象であったのですが、関心を持つ層が

非常に広がっているなということを実感しています。ですから、女性客がたくさ

ん博物館に来てくださっていますので、先ほどスイーツのお話しもありましたけ

れども、そういったところへ繋がっていくと非常にいいのかなという感じがしま

す。博物館が開館して、鉄道好きが認知されたこと、男女を問わず鉄道好きが増

えたということを実感として感じております。 

○清水 本当に、そういった意味で、この大宮にこういう鉄道博物館、しかも明

るい感じの博物館ができて本当によかったなと思いますね。 

 今、いいご提案をいただいたのですが、せっかく女性客が増えてきて、鉄道博

物館だけでお帰しになるというのはもったいないと。その鉄道博物館に来た女性

客をできればやっぱりまち中の商店街でスイーツを楽しむとか、そういうふうに

できないのかなというようなお話しもあって、これは、やっぱり工夫の問題かな

というふうに思うわけでありますけれども、じゃ今度は、三浦さんいかがでしょ

うか。 



27 

○三浦 鉄道のまち大宮って、ご自身で思っている方っ

てどのくらいいらっしゃるのですか。安心いたしました。

鉄道のまち大宮なのですよね。ところが、例えば、今ア

ルディージャの旗があちこちに出ているじゃないですか。

一時は東側だけだったのですけれども、西口にもアルデ

ィージャの旗がある。私、あの旗に１号機関車を入れて

もらいたいなと思うのですけれども、そこでやっぱり鉄

道のまち大宮というのをもっと街中でアピールしたいの

で、これは大宮区長さんぜひ旗を、１号機関車いかがですか。やはり、重要文化

財ですのでここを金色に塗ってくださいね。こういうことをみんなでやることに

よって、何かもっと楽しくなるのではないかなというのがありますので、鉄道の

まちを楽しくアピールしたいということで、自分も何かを手助けできればと思い

ます。 

 また、今、鉄子という話しがありましたが、私は自分で鉄ばあと呼んでいます

が、三浦さん鉄子でしょうと言われたことも何回かあります。そんなことはあり

ません。業務上、必要な知識を仕入れに行っておりますと言っています。実際、

上野に住んでいたときは、新幹線に乗るのは高いですから、ほとんど乗ってなか

ったのです。中距離線にたまに乗るぐらいで、あとは車で動いていました。なぜ

かというと、子供を全員乗せたほうが安いからというのがあったのです。駅で仕

事をするようになってから、電車の楽しさというものがわかりまして、旅に行く

楽しさ、電車で行けば一杯飲めますから。そういうところで電車で動いて楽しく

するということが身につきました。それで、なおかつ、マニアの方がすごく多い

のですが、相手にいろいろな商品をつくることによって、大宮駅ってたくさん物

が売れたということもあるのです。ということで、駅の中だけでは確かにもった

いないので、鉄道博物館と駅と地元の商店街と協力して、鉄道のまちということ

を私たちみんなで売り込むというのがちょっと足りないかなというのはあります。

本当に賑わいが駅の近辺だけで終わらないように、鉄道博物館に近隣の商店街の

紹介のパンフレットを置いてもらうとか、駅にもそういうものを置いてもらうと

か、そういうところで働きかけていったらいいかなという感じがあります。 
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 ということで、私も頑張りたいと思っております。 

○清水 ありがとうございます。 

 鉄道のまちということが、重々しいイメージで、決

してプラスともなかったのかなというふうに思います

けれども、お二人の話しを聞いて、やっぱり鉄道のま

ちって誇りあるイメージだということが改めてよくわ

かったわけです。 

 問題は、今、お二人が言われているのは、鉄道のま

ちのイメージをどういった形でまちの賑やかさとか、

元気さにつなげていくのかというところを考えたらどうかと。駅と商店街が繋が

っていくとか、鉄道博物館の女性客がスイーツに繋がっていくとか、そんな話が

あって、この辺の工夫かなというようなところにきたんですが、岡安部長いかが

でしょうか。まちづくりの全体も含めて。 

○岡安 確かに、最初にスイーツの話しの中でありまして、ハード的、やっぱり

基盤的には街中の道路を広げるとか、歩道まで広げていくというようなのは、も

うはっきり言って不可能だと思うのです。これは皆さんもわかると思うのですが、

ここの家が引っ込んだら歩道ができるからいいねとか思ったって、その当事者に

とってみれば、これはもう無理な話だと思うのです。そういった中で、いかに回

遊性、安心・安全で歩いていけるかどうか、今、行政のほうでは、先ほどもちょ

っと出ましたけれども、コミュニティサイクル、自転車で回遊させようというふ

うに動きは出ておりますが、とはいっても、やっぱり車の道路がございますので、

これは無理して、一方通行とか、そうすれば、片側車線になれば歩道もとってい

けるような感じもしますし、やはり人が動いていただければ商店街のほうも人が

来てくれるから、といっても、根本的にそこにおいしいもの、何か魅力のあるも

のがなかったらやっぱりだめなのですが、それはまたご商売をやられている方で

すから、そういうことも考えていいのではないかなというふうに思っております。 

○清水 おっしゃるとおり、本当にあちらを立てればこちらが立たずの世界なの

です。合意形成、どこでも大変ですよね。川越でも、先ほど申し上げたとおり、

一方通行にしたいな、できればもう車をなくしたいなと言っても、あそこが一番

のメイン通りで、路線バスも通っているので、本当にもうかんかんがくがくの議
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論をずっとしていますけれども。だいたいほぼ一方通行になりつつあるのかなと

いうふうには思っておりますけれども。ぜひ、最初の問題提起が一番大事なので、

西口にしても、今度の東口にしても、やっぱり住民とか、お客様が降りて、安

全・安心のイメージがあるし、あるいは歩いてみたくなるなというイメージがあ

るし、それと同時に、鉄道のまち、盆栽村という形での、あるいは武蔵一宮の氷

川神社、そんなイメージがあると、ぐっとまた鉄道のまちが深みを増してきてい

いのかなというふうにかねがね思うのですが、その辺がどうも足りないから、や

っぱり先ほどのアンケートみたいな形になるのかなというふうに思っております

けれども。 

 改めて、奥原さん、具体的にちょっとこんなことをしてみたらどうかなとか、

含めてポテンシャルというか可能性というか、あるいは鉄道を生かした賑わいの

あるまちづくりで、何かちょっとおもしろい提案でもあればありがたいのですが、

いかがでしょうか。 

○奥原 そうですね。先ほどＳＬの写真をお見せしたのですけれども、今、大宮

総合車両センターは、東日本各地で動態保存されて走っている蒸気機関車が七両

ありますが、これらのＳＬは大宮総合車両センターで全部面倒を見ています。で

すから、日常的に1両は蒸気機関車が修繕に入ってきている状況です。実は今、普

段は群馬県を中心に走っているＣ６１という機関車があるのですけれども、先ほ

どのＣ５８が出場してすぐにＣ６１が検査に入場してきています。恐らく５月ぐ

らいには検査を終えて試運転するのではないかと思いますが、蒸気機関車が走る

と、たくさん人が集まってきます。 

乗る人ももちろんですが、例えば、昨年、Ｃ６１が秋田県で観光キャンペーン

の実施に合わせて、あちらで２日か３日か走りました。乗る人だけではなくて、

ＳＬの走る姿を見ようと沿線に人が集まってくるのです。例えば、おじいちゃん

がお孫さんを連れてきて、昔はああいう列車に乗っていたんだよ、といった話し

をされたりします。一方でお子さんにとっては蒸気機関車はもう見たこともない

存在ですので、非常に喜んで見ていたりして、蒸気機関車が走ると、こんなに人

が集まるのだなということを非常に強く感じました。 

車両センターの中でやっている作業なので難しいところはあるのですけれども、

例えば博物館の脇に試運転線というのがありまして、ＳＬは修繕作業が終わると、
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そこで必ず試運転をして各部品が正常に動くかどうかチェックしています。その

前にも、いろいろな作業をしているのですけれども、例えば修繕作業をしている

様子であるとか、あるいは煙を上げている様子であるとか、試運転する様子など

をお見せするような機会を作ることはできないか、と思います。 

マニアの人だけではなくて、ご年配の方ですと、昔は列車の旅といえば蒸気機

関車ですから、乗ったことがあるという方もいらっしゃるでしょうし、蒸気機関

車というのは人間に一番近い機械というふうに言われますけれども、本当に一生

懸命走っているなというのが見ていてわかるのですね。今の電車と比べると非常

に動きのある機械ですので、そういったものを、修繕している様子をご覧いただ

くような機会はつくれないかというのはかねがね思っています。先ほど、試運転

線で2109号を走らせたらどうかというお話しもあったのですけれども、人を乗せ

ると営業という扱いになってしまうそうなんですね。それをやろうとすると、物

凄くハードルが高くなりまして、要するに故障したらどうするか、ブレーキがき

かなくなったらどうするかとか、いろいろ難しい話しが出てきてなかなか大変な

ことになるんですが、やっぱり走っている姿、それが乗れないにしても、もっと

ご覧いただくような機会がつくれると、それはマニアの方だけではなくて、もっ

と広くいろいろな方にアピールできるのではないかと思います。 

 ○清水 幾つかご提案がありました。大宮の車両センターで蒸気機関車をしょ

っちゅうメンテナンスしているので、常態的に１両は大体大宮の車両センターに

いる。これを鉄道博物館に行くついでにお見せをするとか、あるいは場合によっ

ては、その試運転をみんなで見るとか、そんなこともやられたらどうかというよ

うな話しです。 

 ここで、本質的なことは、要するに動態、動いているものを見せるということ

なのです。梅小路の蒸気機関車館も、ご承知のとおり基地で動いていますけれど

も、全体的には、停まったままの静態なので、ちょっとお客様がじり貧になって

きたというので、今度は大々的にリニューアルします。横川も、一部動くものが

あるのですが、もっと大々的に本当にお客様が乗れるようにやっていこうという

ことを一部考えているようです。やはり、動態がポイントです。ただ、営業運転

するというのはハードルが高いのですけれども、何か工夫があればいいのかなと

いうふうに私も思います。やはり静態だと、だんだんだんだん飽きが来ちゃうの
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です。この辺をどうするかということで、知恵を出したいなと思います。 

 続いて、三浦さん、具体的なことも含めていかがでしょうか。 

○三浦 鉄道博物館で勤務していましたら、目の前に蒸気機関車が走ったときに、

大人からも歓声が出ましたから、本当にいいアイデアではないかなと思うのです。

ただちょっと小耳に挟んでいるのですけれども、土日に動かすとうるさいという

ようなクレームが来たりするみたいです。その辺は、すみませんということで無

視しないと、鉄道のまち大宮ですから、その辺は無視して、もっともっとやって

もらいたいなとは感じました。 

 それと、簡単にできるというものではないと思いますが、鉄道のまち大宮だっ

たら、歩道に線路の絵を描いてしまうとか、行き先の案内板を列車風にすべて案

内するとか、それだったら、そんなにはお金がかからずに、とりあえず歩道に描

いてしまう、歩道は線路と。歩く部分に線路で、線路の上を歩こうみたいな形で

やったらすごくおもしろいのではないかなと思うのですけれども。駅から商店街

まで線路で案内していくと、みんなで協力したらできるかなと思うのです。また、

例えば、鉄道のまち大宮のパン屋とか、そういうことをみんなでやっていったら

いいのではないかなと、一つ一つみんなで協力しながらできることがあるのかな

と思いました。 

○清水 すごくおもしろい提案だと思います。子供たちを動かすって大事なこと

なのです。子供たちが動くと親が動いてくるので。ですから、商店街に向かって、

今、三浦さんじゃないけれども、線路の絵が描いてあって、それに従って歩いて

いくと、いつの間にか商店街に入り込んでいっちゃうとか、結構そんな感じのも

のを工夫しているところも実はほかにもあったりします。外国の事例でも、結局

お客様を誘導するのに、道路上にいろいろな絵を描いたり、いろいろなピンをは

め込んで、そこを辿っていくといつの間に街の中に出ちゃうとか。そういう工夫

をしているところがたくさんあるので、これはおもしろいかなと思いましたが。 

 そんなことも含めて、岡安部長さんいかがでしょうか。 

○岡安 今の三浦さんの話しは、将来的にできるのではないかと思います。例え

ば西口に出たあたりはできるのではないかなというふうに思っています。何かう

まい具合に誘導できれば、試してみてはいかがですかね。 

 あと、今話しを聞いていて、先ほど蒸気機関車を見せるというお話がありまし



32 

たが、今のＪＲさんの技術をもってすれば、わざわざ古い機関車でなくて新しく

造ってもらって、現在版に、煙だって、別に今は石炭じゃなくても、できること

ってできるじゃないですか。ＪＲさんの技術ならいろいろできると思うのですけ

れども、いかがですかね、皆さん。（拍手） 

○清水 奥原さんどうですか。 

○奥原 ちょっと聞いた話しなので正確な金額はわからないのですが、蒸気機関

車を１両動態復活させるには大体数億円かかるそうです。以前に、古いものを復

活させるくらいだったら新しく造れないかという話しも検討したそうですが、そ

れをやろうとすると、恐らく10億円以上かかるという結論になったそうです。要

するに生産設備がないのですね。かつては、蒸気機関車を当たり前に造っていた

ので、それを製造するための設備や技術がそろっており、お金がかからずに造る

ことができたんですが、そういった生産設備が伴わないと工業製品は造れないそ

うで、そういった問題があって、新製するのは無理だという結論になったと聞き

ました。 

 先ほど、会場の方で松山にあるというお話しでしたけれども、伊予鉄道の坊ち

ゃん列車ですね、松山市内から道後温泉へ走っている列車があり、中身はディー

ゼル機関車ですが、外見を蒸気機関車の形にして、一応煙も出るようにして走ら

せています。それなりに人気があるそうで、小さなものであれば恐らくそういっ

た形はできるのかなと思います。ただ、これまで何回か修繕作業の様子を見せて

いただきましたが非常に大変な作業ですが、やはり実物は凄いなと正直思いまし

た。作業の実際は非常にローテクなのです。ハイテクではなくて、全部蒸気機関

車は経験工学によって成り立っているので、メカの仕組みや、修繕の仕方、運転

方法など、いずれもこれまでの経験に裏づけにもとづいて体系が作り上げられて

います。例えば動輪を動かす主連棒という太い棒が動輪の側面に取り付けられて

いますが、それを組みつけるときは、組み付け精度が1,000分の１ミリ単位だそう

なのです。それが少しでも狂っていると、実際に走らせたときに、異常な振動が

出て、各部にダメージを与えてしまうそうで、やっぱりそういったことをやる技

術というのは本当にすごいなと思います。かつてはそういった作業を当たり前に

やっていたそうです。今ベテランの方が若手の社員の方に指導しながら作業をし

ているのですけれども、そういったことはあまり知られてないと思うのです。結
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果としてＳＬが走っているところを見ている方はたくさんいるのですけれども、

その過程のものづくりというのでしょうか、そういった部分の技術的な基盤がし

っかりしているからこそ、蒸気機関車が動かせるということですので、そういっ

たことも含めて、お見せする機会があると、非常にいいのではないかなというふ

うには思っております。 

○清水 ありがとうございます。 

 それでは、ちょっと岡安部長からひとつコメントをもらえますか。 

○岡安 人を集めるっていうのは本当に難しいです。どういう形でやっていった

らいいのか、例えば一個のことをやって、全員そこに目を向けてくださいよと持

っていったほうがいいのか、先ほど言ったように、大宮は盆栽もありまして、サ

イダーもやったりしたのですけれども、やっぱりなかなか地元には知られてない。

みんなが知るためにはどうしたらいいかとか、随分考えるのですが、やはりさま

ざま手を出してどうにもならないというのが今の経済政策的な形でございます。

その中から皆様それぞれパーソナリティーもございますので、ケーキが好きな人、

ラーメンが好きな人、やっぱりそのときに賛同される方が、どういった形のもの

をいかにつくるかというのが一番の課題であって、一番難しいところ。人を集め

るために、ただイベントをやればいいのかと、それもまた違う話しだなというふ

うに思っているのです。日々苦労しているところでございます。すみません。 

○清水 基本的に、まちの賑わいをどうつくり上げるかというのが、このまちづ

くりフォーラムのテーマなのです。これまで、鉄道のまちというのを切り口にし

ながら、賑わいづくりの知恵を出そうということで論議してきたわけですが、そ

の際商店街との連携の工夫をしていく必要があるだろうと思います。 

 例えば、鉄道の博物館に来たお客様をどうやって商店街に回遊させるか。ある

いは、駅に来たお客様を単なる乗りかえでお帰しするのではなくて、どうやって

商店街を含めて地域に回遊させるか、この辺の工夫が大事ですね。本当はもっと

いろいろな関係者が出席されればいいのですが、今日はたまたま鉄道博物館の方

と、それから駅でお弁当などを売っている方のパネラーでございましたので、そ

の辺の切り口でお話しがあったということです。 

 問題は、今、部長からありましたように、そんなことを含めて、行政と民間と、

どういった形で論議をしながらつくり上げていくかということです。行政だけで
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できるわけではないし、民間だけでできるわけではないので、この辺は、区長さ

んに引き続きいろいろな意味での議論の場をよろしくお願いしたいなというふう

には思っております。 

 最後に一言。鉄道のまち大宮に一言ずつ何でも結構ですから、エールを送って

いただきたいと思うのですが。 

○奥原 私の立場で言うと、やはり大宮は鉄道と非常にゆかりが深いまちですが、

例えば、大宮の駅を降りたときに、そういったことが感じられる場所があるかと

いうと、あまり感じることができないように思います。どうしても駅というのは、

規模が大きくなると独自性が失われていってしまいます。いかにたくさんの人を

スムーズに動いてもらうかということを考えると、どうしても似たような形にな

ってしまうのですが、例えば戦前の地方の拠点駅というのは、駅舎の形というの

がみんな違っていたのです。小さな駅は標準設計というのが決まっていたのです

が、例えば長野駅は、かつて新幹線ができる前は、善光寺の門前町という成り立

ちに合わせて仏閣風の駅舎が建てられ、親しまれていました。そういった形の、

地域の特色を生かした駅舎があちこちにあったわけですが、そういうことをする

とか、何かオリジナリティーを出していくことを考えてもいいのかなと思います。 

 そういうことに対して、博物館として協力できることがあれば、ぜひしたいな

と思っております。 

○清水 三浦さんどうぞ。 

○三浦 私は、話しを頼まれて、日本全国へ行くのですが、こんなところで仕事

をしていて本当どうするのというような過疎のほうもあるのですよ。でも、そこ

で頑張っている人たちというのは頑張っています。ですから、行政が何もしてく

れないとか、区がしてくれないとか、商工会がしてくれないではなくて、やはり

まず自分のできることをやらなかったら、常に何もできないと思うのです。私だ

って、大宮でこんなにと思ったこともあるのですけれども、一関の駅からすれば、

こんなに人が歩いていていいですねと思えるわけですよ。ですから、上を見ても

きりがないし、下を見てもきりがない。本当に、自分たちのまちは、鉄道のまち、

鉄道博物館もあるからいいのだと思えなかったら私は何も始まっていかないと思

うのです。ですから、まずは、自分ができることということで、私も目の前のこ

とをやっただけ。いつも大きな目標も何もあるわけではなかったのですが、ただ
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与えられたところでどうやったら楽しく自分ができるだろう、これしかなかった

のです。私は、シェークスピアの「世の中に幸も不幸もないと、どう感じるかだ

けだと」この言葉が大好きなのですけれども、やはり、今後、本当にいいところ

だと思う人が一人でも二人でもでてくるところが、活性化してくるのではないか

なと思います。上尾の駅から人をとろうとか、浦和の駅から人をとろうではなく

て、どうやってさいたま市全体が頑張って、そして大宮に来てもらうかと、上野、

浦和の駅と対決するのだくらいの気持ちがあったほうがいいと思うのです。私は、

上野で、主人も商売していますけれども、みんな大宮に客をとられたと、上野の

人は思っていますから。ですから、最初言ったとおり、ここは世界の中心だと思

って頑張るしか、私はないと思うので、皆さん一緒に頑張っていきましょう。

（拍手） 

○清水 どうも。 

 最後に、岡安部長一言だけどうぞ。 

○岡安 本当に一番いいところを。先ほど言ったように、本当にそう思いました。

我々、行政は、いろいろな仕組みを立ててやっているというふうに考えています。

短期的、長期的、というふうに考えてございます。 

 そういったことでまた再度ＰＲになるのですが、５月の最後の週、鉄道フェア

のときに、一緒に市のほうもイベントをかけて、短期的に賑わいの人を集めるよ

うな施策をやりますので、ぜひとも皆さんおいでいただきたいと思います。 

 ありがとうございました。（拍手） 

○清水 ありがとうございました。 

 皆さん方、今の話しで尽きましたですね。鉄道のまち、世界一の鉄道のまちだ

ということで誇りを持ちながら、多くの課題をどうやって解決していくか。自分

ができること、あるいは一緒になってやるべきこと、行政と一緒になってやるべ

きこと、少しずつ整理しながら一歩ずつ解決しなければいけないなというふうに

思います。 

 先ほどもありましたように、本当にいいことを考えてもなかなか進まない現状

なのですが、ここはみんなで論議して、一歩ずつ具体化するしかないかなという

ふうに思ってございます。そんな、きっかけに今日はなればよかったかなという

ふうに思います。 
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 それでは時間になりましたので、以上で、まちづくりフォーラムを終わりにし

たいと思います。ありがとうございました。（拍手） 

○司会 大変お疲れさまでした。 

 清水先生初めパネリストの皆様、そして会場の皆様、ご協力ありがとうござい

ました。 

 申しわけございませんが、そろそろ閉会のお時間となりました。 

 以上をもちまして、大宮区まちづくりフォーラム、「鉄道のまち「大宮」の挑

戦」を終了させていただきます。 

 なお、お手元の資料の中に来場者アンケート用紙が入っております。今後の参

考にさせていただきたいと存じますので、ご記入いただきましたアンケートは会

場出口の回収箱の中にお入れいただけますようお願いいたします。 

 それでは、皆様、傘などお忘れ物のないようにお帰りくださいませ。本日はあ

りがとうございました。（拍手） 



第１部　基調講演
　　　　清水愼一氏 パワーポイント資料

※ 配布用資料のため、当日の映写資料とは異なります。



















【写真 1】日本鉄道上野～高崎間開業式、
上野駅の開業式典会場 1884年

【写真 3】鉄道博物館に展示された善光号

【写真 5】大宮駅駅舎 大正初期

【写真 2】日本鉄道の建設工事に使用された
善光号 明治 30年代

【写真 4】山丸公園に立つ「白井助七之碑」と
C12 29号機

【写真 6】現在の大宮駅東口

第２部 パネルディスカッション 

    鉄道博物館 奥原哲志氏 パワーポイント資料（写真） 

※ 撮影者名のない写真は、鉄道博物館提供 



【写真 7】善光号と大宮駅構内 明治 30年代

【写真 9】大宮駅ホームでの立ち売り 
明治 30年代

【写真 11】大宮工場
(現 JR東日本大宮総合車両センター)

【写真 13】ED40形電気機関車 昭和初期

【写真 8】大宮駅構内 明治 30年代

【写真 10】大宮機関庫 明治 30年代

【写真 12】大宮工場の職員 大正期

              【写真 14】
 試運転する

C58 239号機 
2013年



【写真 15】大宮操車場 昭和初期

【写真 17】200系新幹線電車 2012年

【写真 19】E5系新幹線電車 2013年

【写真 21】E7系新幹線電車 2013年

【写真 16】東北新幹線荒川橋梁建設工事 
≪1980年 鈴木和司氏撮影≫

【写真 18】大宮駅西口 
≪1976年 鈴木和司氏撮影≫

【写真 20】E6系新幹線電車 2012年

【写真 22】鉄道博物館 ヒストリーゾーン


